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令和７年度がスタートして間もなく３週間が経ちます。  

  入学式、生徒会オリエンテーション、修学旅行と立て続  

 けに様々な行事が進んできましたが、３年生を中心に計画  

的に準備が進められてきたお陰で、好発進・好感度の希望  

にあふれた令和７年度のスタートとなりました。  

生活面でも、朝の活発なあいさつ、玄関の靴の揃え方、  

 始業２分前行動等、当たり前のレベルが高まっています。  

生徒一人一人の新たな決意と希望が生活に表れていると感じます。  

 嬉しいお知らせも学校に届いています。    小学校の校庭を借りる際に、職員室に丁寧なあ

いさつとお願いがありとても立派でした（福岡小・筒井校長先生）。    道端で倒れていた高齢

者を介護し、救助が来るまでずっと寄り添って支えてあげていました。大人でも難しいことを、

中学生が対応していたのに感動しました（市役所・新毛さん）。    国会議事堂の参観の際、議

員の方が「福岡中学校の生徒の『こんにちは』というあいさつがとても立派でした」と話され

ていました（トップツアー・阿部さん）。本校が掲げる「地域に元気を与える学校」「地域と

ともに発展する学校」を、今後も多くの生徒が実践してくれることを楽しみにしています。  

 

 希望 あふれる新 生福 岡中  
～ 好発進 好感度 ひと味違う今年の福中生～ 

 

 
 

 

 

 

４月1８日（金）に実施した全校応援歌練習は、応援

団長を中心に、全校生徒が本気になって取り組んだ素晴

らしい練習でした。内田応援団長の、声の大きさやリズ

ムについての指示に対して、全員が「ハイ」と大きな返

事を返しすぐに実践に移す光景は、福中の古き良き時代

の応援団に雰囲気が似ています。また、最高学年が手本

を示し、後輩がそれを後押しする姿も立派でした。 

練習後に実施した盛岡一周継走壮行式では、選手を鼓

舞する素晴らしいエールが体育館に響き渡りました。 

 

元気で～‼福中よいと～こ健児の群れ 

 

 

 

 ４月２３日（水）に、生徒総会が開催されました。緊

張感のある真剣な話し合いの中で、生徒会スローガンと

活動方針が承認されました。生徒会規約にあるように、

生徒会活動はそれぞれの将来の可能性を広げるもので

あり、自らの学びを広げるものです。ぜひ、スローガン

を意識し、明るく有意義な生徒会活動を実現してほしい

と思います。 ＜生徒会スローガン＞       

「 架 け 橋 」 ～みんなの心をつなぐ道～ 

「クラスや学年を越えて様々な人と関わり、生徒全員が

協力してさらなる高みを目指す」「三大文化をより継

承・発展させていく」という意味が込められています。 

  

                                                        

生徒会スローガン-活動方針決定 

  


